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自然環境
　沖縄は１６０の珊瑚礁の島々からなる島嶼県で、大きな

河川や湖などの水源に恵まれず、また、降雨量が年や季

節によって大きく変化し、水を安定的に確保することが

困難な自然環境にあります。

　そのため、先人たちは昔から稀少な水の確保に知恵を

しぼり、努力を重ね、また、その中から水に対する信仰

や芸能、伝統行事など沖縄独特の文化を育ててきました。

戦前の水道
　戦前は、那覇市など一部の市町村に水道が引かれてい

ましたが、ほとんどの地域で生活用水を井戸、天水、泉

等に依存していました。

　人々は、十分な水道施設がないため、夏場の日照り、

干ばつなどに悩まされ飲み水の確保に苦労していました。

現在の水道
　戦争によって灰じんに帰し、戦後しばらくの間、水道

の空白時代がありましたが、琉球政府が設立された１９５２

年（昭和 27年）以降、琉球政府及び米国民政府の補助

金等によって水道が次第に普及し始め、1960 年（昭和

35年）頃には那覇市、コザ市を始めとする 8つの市町村水道と、局所的な簡易水道を

合わせると約200の水道が誕生し、琉球列島において人口の約40％の人々に水を給水し

ていました。一方、米軍は 1950 年（昭和 25年）、陸、海、空、海兵の四軍が独立して

運営していた軍水道を全島統合上水道として一元化し、余剰水を基地周辺の市町村へ分

水していました。

　ところが、復興の進展に伴う人口の増加、都市への集中が激しくなり、1950 年代後

半に入ると民間地域の水不足が深刻な問題になってきました。そこで、米国民政府に

よって全島統合上水道を基にした民間地域を含めた広域水道構想が検討され、1958 年

（昭和 33年）、沖縄県企業局の前身である琉球水道公社が設立されることになりました。
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　沖縄県の人口は、終戦後の１９４６年（昭和２１年）に約５0万人であったのが、本土復帰時

の１９７２年（昭和４７年）に約９６万人、2001 年（平成 13年）には約１３１万人になり、５５

年余で約２.６倍に増えています。

　沖縄本島の水源地は、北部・中部にありますが、水源地の大部分を占める北部の河川水、

ダム水を人口の９０パーセント以上が集中する中・南部の消費地へ送っているのが特徴です。

　沖縄の気候は、亜熱帯海洋性で、気温は平均２３度と１年を通じて温暖です。年平均降水量

は約２,１39 ミリメートルで、全国平均１,７１4ミリメートルを上回っており、全国でも比較的

雨量の多い地域です。

　しかし、沖縄本島の人口密度は９６１人／km2で全国平均３３６人／km2の約３倍と高く、

１人当たりの降水量は、本土に比べ半分以下となっています。

　また、年間をとおすと降雨はありますが、そのうち５０パーセント以上が５、６月の梅雨期

と８、９月の台風期に集中しているため、季節変動が大きく、不安定な水事情となっています。

昭和　48　 49　 50　51　52　53　54　55　56　57　58　59　60　61　62　63　平成　  2　  3　  4　  5　  6　  7　  8　  9　  10　11   12　13  (年)

年間降水量 

人口の推移 

元 47

（人） 

（mm） 

(mm)

1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　　10　　11　　12 (月)

月別平均降水量（平成13年） 

昭和　51　52　53　54　 55　56　57　 58　59　 60　61　 62　63　平成　  2　  3　  4　  5　  6　  7　  8　  9　  10　 11    12　 13 (年)
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※Ｈ 13 年度版「沖縄県統計年鑑」　Ｈ 13 年度版「日本の水資源」 Ｈ 13 年度版「水量資料記録集」等より

4 

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況水道概況

　県民が健康で文化的な生活を維持していくために、水道はなくてはならないものです。本

県の水道は年々着実に整備され、その普及率は平成 13年３月末現在で９９.９パーセント（全国

第２位）と高い水準にあります。

　沖縄本島では、国や県が管理するダムを主な水源とし、その他に河川水、地下水及び海水

淡水化水を利用しています。

　また、水源に恵まれない離島においては本島から海底送水管を布設したり、海水・かん水

淡水化施設を整備するなど生活用水を確保しています。。

　現在、県内には３１の上水道事業、４５の簡易水道事業が市町村等によって運営されています。

座間味ダム 湧出水源地 城水源地 

西江上水源地 
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慶留間島 
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伊平屋島 

伊是名島 

イシッピ川堰 

白瀬１号ダム 
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大浜地下水源池 
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西船着川水源地 

南帆安地下水源地 

アラバラ川水源地 

相良川水源地 

フカイ川水源地 

白瀬２号ダム 

恩納川堰 

田名川堰 
第３地下水源地 
第１地下水源地 
前原ダム 
中之川堰 

千原井戸群 
天城ダム 
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加治道西水源地 
加治道水源地 

粟国島 

渡名喜島 

北大東島 

南大東島 

波照間島 

400 m /日 3

240 m /日 3

240 m /日 3

300 m /日 3

300 m /日 3

240 m /日 3

230 m /日 3

水源マップ水源マップ（沖縄本島については別頁）（沖縄本島については別頁） 水源マップ（沖縄本島については別頁） 

海水・かん水淡水化 
による給水 

（資料：沖縄県地域・離島振興局地域・離島課） 
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沖縄県企業局は水道用水供給事業と工業用水道事業を行っています。

水道用水供給事業
　家庭や学校などの地域社会に直接給水を行うのは市町村の事業です。

　しかし、ほとんどの市町村は独自の水源を持たないことから、企業局がダムや河川などか

ら取水し浄水処理した上でこれらの市町村に水を供給しています。企業局は現在、沖縄本島

北部の比較的水源に恵まれた国頭村、大宜味村、東村、宜野座村を除く本島２９市町村と伊江

村に１日当たり約４２万m3（平成１3年度）の水を供給しています。

工業用水道事業
　企業局は、本島の産業振興を図るため工業用水道事業を行っています。

　これは本島北部のダムの水を久志浄水場で沈でん処理（一次処理）した後、主に中南部の

工場へ送水し、企業の生産活動を側面から支援するもので、金武湾や中城湾港新港地区及び

糸満市の工業団地等にある 70の工場に１日当たり約１万５千 7百m3（平成 13年度実給水

量）の工業用水を給水しています。

供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量のののののののののののののののののののののののののののののののの推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移供給量の推移

1312111098765432
平成
元年

63626160595857565554535251504948
昭和
47年　度

494.1470.3517.7470.2514479.1455.7450.0474.9439.5458.9459.4420.4468.3469.5436.9406.1421.2428.0381.2388.5407.6399.4377.5375.5344.4348.6278.9261.3253.0
日最大送水量
千m2／日

422.5422.2420.1421.1415.4410.0408.8403.8405.3399.0387.5399.0380.0395.8385.2379.8362.5360.4351.9328.6297.6337.3340.5329.5316.2302.5300.0250.3218.4208.8
日平均送水量
千m2／日

15.715.515.715.415.314.114.113.013.012.711.310.79.18.48.510.18.57.77.56.97.18.07.27.16.26.67.76.57.06.9
日工業用水供給量
千m2／日

706766626361514437363432262624242418171514141210721121事業所数

水
道
用
水
年
度
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量
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　企業局の水源は、ダム、河川水、地下水、海水淡水化水の４種類からなっています。そのう

ち、ダムからの取水が最も多く、１日当たりの取水量４５万 7,100m3（平成 13年度実績）の

67.7％に当たる 30万 9,900m3となっています。次に多いのが河川水で 9万 1,3００m3（20.0％）、

それに地下水が４万5,600m3（10.0％）、また、平成９年度から供用開始された海水淡水化水は

１万 300m3（2.3％）となっています。昭和４７年度と比べると取水量が約２倍に増え、本土復

帰後多くのダム開発が進められてきたことから、水源別取水量の割合も大きく変わってきてい

ます。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量市町村別供給量

給水開始年月日
構成比
（％）平成 13 年度

年　度
区　分

昭和47年5月15日27.342,099那 覇 市

〃13.520,850沖 縄 市

〃7.010,789宜 野 湾 市

〃9.314,440浦 添 市

〃5.58,447具 志 川 市

〃2.84,391読 谷 村

〃1.21,818嘉 手 納 町

〃2.53,897北 谷 町

〃2.23,417北 中 城 村

〃1.82,718石 川 市

〃3.75,785豊 見 城 村

〃1.21,898与 那 原 町

〃1.11,748中 城 村

〃0.81,282与 那 城 町

注）南部水道企業団は、東風平町、具志頭村、大里村、南風原町の４町村で構成している。

（単位：千m3）

給水開始年月日
構成比
（％）平成 13 年度

年　度
区　分

昭和47年5月15日2.94,457西 原 町

〃1.11,683勝 連 町

〃1.01,475佐 敷 町

〃0.81,263玉 城 村

〃1.31,987名 護 市

〃4.56,914糸 満 市

〃4.87,483南部水道企業団

昭和49年12月15日0.5779知 念 村

50年 6月 10 日0.2242本 部 町

50年 7月 12 日0.3476今 帰 仁 村

52年 2月  1  日0.4547伊 江 村

52年 7月 20 日1.62,442恩 納 村

平成元年 10 月 1日0.71,121金 武 町

100.0154,448合 計

昭和47年度 平成13年度 

河川水 
124.5千m 
54.6％ 

3

海淡水 
10.3千m 
2.3％ 

3

企業局管理ダム 
15.7千m  
3.4％ 

3

倉敷ダム 49.1千m  
10.7％ 

3

ダム合計 
309.9千m  
67.7％ 

3

国管理 
ダム 

245.1千m  
53.6％ 

3

3
企業局 
管理ダム 
33.9千m 
14.9％ 

3

地下水 
69.4千m 
30.5％ 

3

3

日平均 
取水量 
227.8千m

水源別取水量 
3

地下水 
45.6千m 
10.0％ 

河川水 
91.3千m 
20.0％ 3

日平均 
取水量 
457.1千m
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取水ポンプ場 

水質浄化施設 

山城ダム 

倉敷ダム 

白川水質浄化施設 

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源とととととととととととととととととととととととととととととととと水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設水源と水道施設

　沖縄本島は南北に細長く、北部地域の水源地と中・南部の消費地が遠く離れていることか

ら導送水管等の管路が長く、そのため増圧ポンプ場、調整池等の多くの水道施設が設置され

ています。また、河川水や地下水から取水するためのポンプ場が多いのも特徴です。
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ポンプ場 

9

施 設 数
数施　　　設
国ダム 6
県ダム 1
企局ダム 2

ダ　 ム

5浄 水 場

24取水ポンプ場

16増圧ポンプ場

32調 整 池

22 井井 戸 群

1海水淡水化センター

1水質浄化施設

9

 ダ ム の あ ら ま し
開発水量（１日当たり）

利水容量名　　称
工業用水水道用水

31,20086,80044,700福 地 ダ ム

国　

ダ　

ム

4,80013,200600新 川 ダ ム

19,80055,20012,600安 波 ダ ム

7,10019,900950普久川ダム

5,50015,5001,600辺野喜ダム

－　11,5006,650漢 那 ダ ム

68,400202,10067,100計

－　71,8005,900倉 敷 ダ ム
県　

ダ　

ム

－　19,000660金 武 ダ ム

－　11,5001,190山 城 ダ ム

102,3007,750計

千 m3  m3  m3



企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局のののののののののののののののののののののののののののののののの施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設企業局の施設  

名護浄水場
　名護浄水場は、本島北部の名護市にあり、昭和５０年に１日当たりの処理能力１万４千m3

の施設として建設されました。その後、平成７年度には水需要に対応するため、施設の拡張

を行い、１日当たり２万７千m3の施設となって

います。

　水源は、主に平南川、源河川で名護浄水場で

きれいな水道水に浄水された後、名護市を始め

今帰仁村、本部町、伊江村（海底送水管：5,226

ｍ）、恩納村などに供給しています。

久志浄水場
　久志浄水場は、名護市東海岸にあり、昭和４７年度から５５年度にかけて建設された１日当

たりの処理能力３９万６千m3を有する県下最大の浄水場で、上水道と工業用水道の共同施設

となっています。

　供用開始は昭和５０年度で、水源は、国管理の

北部ダム群及び北部河川で、当浄水場で沈でん

処理された水は、その一部を工場等へ工業用水

として供給するとともに、石川、北谷、西原浄

水場へ上水道の原水として送水しています。
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石川浄水場
　石川浄水場は、沖縄県企業局の現存

する浄水場の中では一番古く１９６７年

（昭和４２年）琉球水道公社によって本

島中央部の石川市に建設され、当初の

一日当たりの処理能力は７万５千m3で

した。

　１９７２年（昭和４７年）の本土復帰時

に伴い企業局に移管され、その後、昭

和５０年に規模が拡張され、一日当たり

処理能力は１５万m3となっています。

　福地、漢那、金武、山城の各ダムと北部河川水を水源とし、きれいな飲み水にした後、石

川市をはじめ主に中・南部の市町村へ供給しています。

北谷浄水場
  北谷浄水場は、本島中部の北谷町にあ

り、一日当たり２１万４千m3の送水能

力を持つ水道用水では県下最大規模の

浄水場です。西系列水源開発事業の一

環として昭和５７年度から建設され、昭

和６１年度には一部処理施設が完成。翌

６２年に供用開始し、平成元年度には一

日当たり１９万4,000m3の通常処理施設

が完成しました。

　また、昭和６３年度から、当時では、

県内唯一の高度浄水処理施設の建設が進められ、平成４年度にオゾン・活性炭処理施設が一

部供用開始されるなど、平成６年度には全施設が完成しました。

　さらに、水道水の安定供給を図るうえから海水淡水化施設が平成５年度から着工され、平

成８年度に完成。翌年度の４月から一日当たり４万m3の海淡水をつくる国内最大の海水淡水

化施設として全面供用開始しました。

　水源は、西系列河川、中部河川、嘉手納井戸群、福地ダム、倉敷ダムで、各処理工程を経

て浄水された水と海水淡水化水とをブレンドして、中・南部の市町村へ供給しています。

北谷浄水場（海側の建物は海水淡水化センター
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西原浄水場
　西原浄水場は、本島南部の西原町

にあり、１日当たり１６万５百m3の

処理能力を有する浄水場です。

　福地ダムを水源とし、久志浄水場

で一次処理（沈でん）したあと、西

原浄水場で浄水された後、水道水と

して、那覇市、浦添市をはじめ、南

部地域の１３市町村に供給していま

す。

水道施設管理事務所
　水道施設管理事務所は、本島中部の沖縄市に位置し、

企業局の水道施設や工業用水道施設の維持管理を行っ

ています。

　通常業務として、ポンプや機械設備の修繕、導水・

送水管路の移設、緊急を要する漏水の調査・復旧、自

家用電気工作物・計装設備・薬品注入設備等の修繕を

行っています。また、事務所に隣接する整備工場には

旋盤、溶接機、ホイストクレーン等を備え、部品の製作加工や機器の整備を行っています。

当事務所は、水道用水や工業用水の安定供給を行うための潤滑油としての業務を行っています。

水質管理事務所
　水質管理事務所は、北谷浄水場にあり、安全で安心

して飲める水を供給するための水質検査を行っていま

す。主に水源となっているダム水や河川水、地下水な

どの原水の検査を行っています。

　また、久志、石川、西原の各浄水場に駐在を設置し、各

浄水場で生産された浄水を検査し、安全性を確認して

います。

水管理センター
　水管理センターは、平成４年度に県庁 12階に

設置されました。

　企業局の水に関するさまざまな情報を管理し、

各市町村に必要な水量を効率的に供給するため、

各浄水場の中枢としての業務を行っています。
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　北谷浄水場の水源の一部になっている比謝川、長田川、天願川の水質は、悪化が懸念され

ます。そのため、特に北谷浄水場では沈でん、ろ過、塩素処理の工程で行われる通常の浄水

処理に生物処理、オゾン処理、粒状活性炭処理の３つからなる高度浄水処理施設を導入し、

より安全でおいしい水づくりに努めています。

高度浄水処理 　　　 　　　　　　 北谷浄水場

高度浄水処理の流れ
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　沖縄本島中南部地域にある嘉手納井戸群や天願川、比謝川などの水道水

源は、一帯の石灰岩質の影響を受け、硬度が高くなっています。これらの

水道水源は北谷浄水場に導水され水処理されますが、これまで硬度は除去

されませんでした。そのため、北谷浄水場系統の送水区域は、硬度の高い

水となっていました。

　そのため沖縄県企業局では、硬度平準化対策の一環として、硬度低減化

施設を整備することにしました。平成１４年度に施設建設を行い、平成１５

年度から硬度を低減した水が供給できる予定です。この施設の運用によっ

て、北谷浄水場が カバーするおよそ４５万人余の県民に、より「おいしい

水」を提供できるようになります。

硬度低減化施設 　　　 　　　　　 北谷浄水場

硬度低減化施設導入の経緯・説明等

PH

CMV

CMV

S V

CMV

M
Ｐ 

Ｍ 

PH

ＳV

CMV

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ Ｐ 

既設流量 
調節弁 既設流量 

調節弁 

既設流量 
調節弁 

既設流量 
調節弁 

嘉手納井戸群原水 
Ｑ＝27,000ｍ３ 

生成ペレット引き抜き 

硬度処理反応塔 
処理能力　6,800ｍ３／日／塔 
塔　　数　４基 

種ペレット貯槽 

種ペレット投入 

種ペレット移送ポンプ 

生成ペレット 
移送ポンプ 

苛性ソーダ貯留槽 
Ｖ＝７ｍ３ 

Ｖ＝３ｍ３ 

既設苛性ソーダ 
注入ポンプ 

硫酸（タンクローリー 
で搬入） 

硫酸貯留槽 
Ｖ＝８ｍ３ 

ろ過池Ｑ＝4,500ｍ３／日／池 
池　　数　Ｎ＝６　池 

450

500

450

500

150

水　路 PH調節槽 PAC攪拌槽 

攪拌槽 

PAC貯留槽 

逆洗排水 

ろ過水 

排　水 

排水池へ 

浄水池へ 

排水池へ 

生成ペレット貯留ホッパ 
容量20ｍ３ 

低減化方式　流動床式晶析軟化法　　　処理水量　27,000ｍ３／日 

着水井　Ｖ＝250m3

硬度低減化施設フロー図 
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海水淡水化施設 　　 　　　 海水淡水化センター

　県企業局では、これまでダム開発をはじめとする水源開発を進めてきましたが、人口や観

光客の増加、気象条件の変化によっては今後も水不足が予想されます。そこで、企業局では

無尽蔵にある沖縄の美しい海から天

気に左右されずいつでも水を造るこ

とが出来る海水淡水化施設の建設を

進めてきました。

　同施設は平成８年度で完成し、平

成９年４月から１日当たり４万m3の

水を生産することが可能となりまし

た。また、この施設は海水淡水化施

設としては、国内最大規模であるこ

とから内外の注目を集めています。

海水淡水化のながれ

海水淡水化施設の心臓部に当たる逆浸透膜設備

　　　　　

放流塔 

沖合200ｍ 

還元剤 

保安 
ﾌｨﾙﾀｰ 

 

送水 
取水管 

滅菌剤 

除塵機 

凝集剤 
１次ろ過機 ２次ろ過機 

スケール 
抑制剤 動力回収 

タービン 

P

PP

P

PP

P

高圧ポンプ 

逆浸透設備 

放流管 

濃縮漕 １次希釈漕 ２次希釈漕 

逆浸透膜 
洗浄設備 

下水道へ 

脱水ケーキ 

脱水設備 

給
泥
漕 

取水塔 

P

洗浄排水の貯留 
排水の濃縮 

塩分の希釈 濃縮排水の脱水 

濁質成分の除去 

安定ろ過水質の確保 

ろ過水の貯留 

圧力エネルギーの回収 

高圧ポンプによる加圧 

逆浸透膜による淡水化 

生産水の貯留 

調整水槽 沈砂地 

上澄水 

淡水水槽 

滅
菌
剤 

苛
性
ソ
ー
ダ 

P

P

放流水槽 洗浄排水槽 

T

浄水池 
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節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののののののののののののののの形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成をををををををををををををををををををををををををををををををを目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指ししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててて節水型社会の形成を目指して

　水源に恵まれない本県においては、復帰後、国の多目的ダム開発を中心に、多くの水源開

発が進められてきています。復帰後、毎年のように水不足が生じ給水制限が実施されていま

したが、平成 6年度以降は、この間の水源開発の成果や海水淡水化施設の完成で給水制限が

ない安定した状況が続いています。

　しかしながら、現時点において水源の約２0％を不安定水源である河川水に頼る本県におい

ては、なお、水不足への不安が存在しております ｡

　潤いのある暮らしを実現するためには ､引き続き水源の開発を進めることと併せて、県民

一人ひとりが限られた資源である水の有効利用と節水について心掛けることが不可欠となっ

ています。

干上がるダム

満　水　時 渇　水　時

　　　 　　　　　　　　 山  城  ダ  ム 　　 　　　　　　　　　

300 

250 

200 

150 

100 

50

給
水
制
限
日
数 

（日） 

年
度
降
水
量 

（㎜） 

年度 

1000 

2000 

3000 

4000

凡 例 

時間断水 

隔日断水 

35

2,320
1,775

2,657 2,697

1,691 1,673

2,609
2,280

1,335

2,430
1,893 1,720

2,012
1,538

2,291 2,009
1,824

1,975 1,941 1,983
1,458.5

1,695.5 1,757.51,667

2,404

3,010

2,245
2,510.5 2,576.5

1,920

126

46

80

104
49

75

169

32

137

7 0

76

221

67

37
30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00

33
7
26
26

64

44 31

20

38

259

113

8

注）降水量は那覇での観測値 

S47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

年度降水量と給水制限日数

（平成元年 3月 7日　撮影）
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　本県の厳しい水事情を緩和するため ､国や県では、ダム建設を進めてきました。

これまでに福地ダムを始め、新川ダム、安波ダム、普久川ダム、辺野喜ダム ､漢那ダム（国）、

倉敷ダム（県）、金武ダム、山城ダム（企業局）の９つのダムが完成しています。

　これらのダム開発によって水事情はかなり緩和されましたが、今後の水需要の増大に対処

するため、国や県では、さらなるダムの建設計画を進めています。

沖縄本島水源開発図

凡例 

西系列導水管 

東系列導水管 

中系列導水管 

奥間ダム 

大保ダム 羽地ダム 

山城ダム 

金武ダム 

億首ダム 

漢那ダム 

福地ダム 

新川ダム 

安波ダム 

普久川ダム 

辺野喜ダム 

石川浄水場 

久志浄水場 

倉敷ダム 

那覇市 

西原浄水場 

北谷浄水場 

導水管 

：管理中のダム 

：建設中のダム 

：浄水場 

羽地ダム 
（平成17年度供用開始予定） 
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　現在の石川浄水場は、送水量150,000m3/日の能力を持つ企業局の基幹浄水場として利用さ

れてきましたが、建設後 30年以上が経過し老朽化が進んでいます。

  また、本県の水需要の増大に伴い、石川系統の送水については将来的に供給能力の増大が必

要となっていますが、現在の浄水場の敷地が市街地に隣接していることから施設を拡張する

余地がありません。

　このため、現在の老朽化した石川浄水場を石川市東恩納地先の埋立地に192,900m3/日の施

設能力を持つ新石川浄水場として拡張移転することにしました。これにより、今後の水需要

の増大に対しても安定した供給が確保できるようになります。

新石川浄水場建設

（新石川浄水場完成予想図）
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　　昭和５５年度より取り組んできた西系列水源開発事業は、本島北西部の１３河川から豊水

時に取水し、これを大保ダムと倉敷ダムに貯留したのち、安定的に取水するという事業です。

　これまでに、倉敷ダムと１２河川の開発を終え、大保ダムは現在建設中です。また、両ダム

を結ぶ総延長約５３ kmの西系幹線導水施設については８割以上が完成しており、現在、名護

市字田井等から名護市字許田に至る約 8.9 km の名護導水ルートを施工中です。

西系列水源開発

19
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収益的収入及び支出 
（単位：千円） 

資本的収入及び支出 
（単位：千円） 

料金収入 
15,790,768

その他 
399,405

人件費 
3,107,046

動力費 
2,130,577

負担金・交付金 
2,051,510

減価償却費 
3,047,844

支払利息 
2,829,377

その他 
2,662,430

当年度純利益 
361,389

収支不足 
3,838,517

補助金 
22,879,945

水源開発、浄水場・導・送水管などの 
建設改良に要した費用 

29,444,239

企業債 
償還金など 
2,329,256

企業債 
5,055,033

収益的収入 
16,190,173

収益的支出 
15,828,784

資本的収入 
27,934,978

資本的支出 
31,773,495

注1：資本的収支の差引不足額は損益勘定 

　　  留保資金等で補てんしました。 

収益的収入及び支出
　平成１３年度における水道事業は、県内２６市町村及び１企
業団に対し水道用水を 154,448,042 m3供給しました。
　総収益は、給水収益の伸びにより、161 億 9,017 万 3,017
円で前年度と比べ 0.14％増え、総費用は、資産減耗費等の減
少により前年度と比べ0.55％減って158億2,878万4,239円
でした。
　その結果、3億 6,138 万 8,778 円の黒字となりました。

資本的収入及び支出
　平成１３年度の主な建設工事は、西系列幹線導水施設工事、
新石川浄水場護岸埋立工事及び石川～上間送水管布設工事等
を実施しました。また、これらの施設の建設と並行して、西
原浄水場遠制設備改良工事及び久志浄水場自家発電設備改良
工事等を実施しました。

収益的収入及び支出 
（単位：千円） 

資本的収入及び支出 
（単位：千円） 

当年度純損失 
10,860

収支不足 
15,714

収益的収入 
540,756

収益的支出 
551,616

資本的収入 
978,372

資本的支出 
957,086

注1：資本的収入の企業債について、前年度 
　　　未借入企業債37百万円を除いた額です。 
注2：資本的収支の差額不足額は、損益勘定留 
　　　保資金等で補てんしました。 

その他 
275,741

補助金 
667,372

企業債 
311,000

水源開発、浄水場・配水管などの 
建設改良に要した費用 

903,539

企業債　　 
償還金など 
53,547負担金・交付金 

279,027

減価償却費 
69,975

支払利息 
43,493

その他 
100,918

動力費 
26,581

人件費 
31,622

料金収入 
265,015

収益的収入及び支出
　平成１３年度における工業用水道事業会計は県内７０事業所
に対し 5,715,105 m3の工業用水を供給しました。
　総収益は、給水収益の伸びにより、5億 4,075 万 6,754 円
で前年度と比べ 0.37％増え、総費用は、交付金や修繕費等の
増加により前年度と比べ 6.78％増え、5億 5,161 万 6,331 円
でした。
　その結果、1,085 万 9,577 円の赤字となりました。

資本的収入及び支出
　平成１３年度の主な建設工事は、久志～屋部工業用水配水管
布設工事等を実施しました。また、久志浄水場の自家発電設
備等の改良工事を実施しました。

注1：資本的収支（企業債のうち前年度未払金
充当額37百万円を除く）の差引不足額は、
損益勘定留保資金等で補てんしました。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算平成１４年度　水道事業会計予算

他会計補助金 
273,334

減価償却費等 
3,110,169

企業債償還金 
2,599,225

国庫補助金等 
18,418,302

建設改良費 
24,257,738

その他 
107,590

その他 
1

その他 
1

人件費 
2,812,962

企業債 
4,542,000

自己資金 
3,896,661

給水収益 
16,614,482

収益的収入 
16,995,406

収益的支出 
16,847,772

資本的収入 
22,960,303

資本的支出 
26,856,964

物件費等 
5,869,261

当年度収支差額 
147,634

ダム維持負担金等 
2,230,260

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出 

（単位：千円） 

支払利息及び 
企業債取扱諸費 
2,825,120

収益的収入及び支出の概要
　平成 14年度における水道用水供給事業は、那覇市ほか 25
市町村及び1企業団に1日平均給水量42万 4千 m3の給水を
予定しています。
　収益的収入は、給水収益が全体の 97.8％を占めていて、他
会計補助金は一般会計から繰り入れする臨時財政特例債等償
還補填費が1.6％、その他は預金利息及び導送水管移設工事補
助金等が 0.6％となっています。
　収益的支出は、職員給与費である人件費が 16.7％、物件費
等が 34.8％、ダム維持管理負担金などが 13.2％、減価償却費
等が 18.5％、支払利息及び企業債取扱諸費が 16.8％となって
います。

資本的収入及び支出の概要
　資本的収入は、国庫補助金等が 80.2％を占めています。こ
れはダム建設負担金、水源施設及び用水供給施設整備事業費
等の補助金です。
　また、国庫補助事業費の一部を自己財源で補うため、企業
債が 19.8％を占めています。
　資本的支出は、建設改良費が 90.3％、企業債償還金が 9.7％
となっています。

企業債償還金 
43,578

国庫補助金等 
468,310

建設改良費 
597,830

その他 
1

その他 
1

企業債 
138,000

自己資金 
35,098

資本的収入 
606,311

資本的支出 
641,409

他会計補助金 
298,660

減価償却費等 
70,906

その他 
3,070

人件費 
33,349

給水収益 
269,793

物件費等 
98,199

当年度収支差額 
－18,989

ダム維持負担金等 
341,133

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出 

（単位：千円） 

企業債利息等 
46,925

収益的支出 
590,512

収益的収入 
571,523

収益的収入及び支出の概要
　平成 14年度における工業用水道事業は、金武湾、中城湾
港新港地区及び糸満市の工業団地等にある 67事業所に 1日
当たり約 1万 9千 m3の給水を予定しています。
　収益的収入は、給水収益が全体の47.2％を占めています。他
会計補助金は一般会計から臨時財政特例債補填費、先行投資
施設維持経費及び水道事業会計からの繰り入れ等として
52.3％、その他は、預金利息等が 0.5％となっています。
　収益的支出は、職員給与費である人件費が 5.9％、物件費
等 17.0％、ダム維持管理負担金等が 54.2％、減価償却費等
15.0％、支払利息、及び企業債取扱諸費は主に企業債利息が
7.9％となっています。

資本的収入及び支出の概要
　資本的収入は、国庫補助金等が 77.2％を占めています。こ
れは工業用水道建設及び改築事業費等の補助金です。
　また、国庫補助事業費の一部を自己財源で補うため、企業
債が 22.8％を占めています。
　資本的支出は、建設改良費が 93.2％、企業債償還金が 6.8％
となっています。
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　名護、石川及び西原浄水場は、通常処理（沈でん処理・砂ろ過処理）を行っています。また、北谷浄水場では、

通常処理と高度浄水処理を行っています。

　高度浄水処理とは、河川の浄化作用を応用した「生物処理」、強力な酸化力を持つオゾンを利用した「オゾン処

理」、吸着能力に優れた活性炭を利用した「粒状活性炭処理」等の処理を行うことです。高度浄水処理を導入した

ことにより北谷浄水場では総トリハロメタンが低いことが検査結果より確認できます（１３ページの高度浄水処理

フロー図を参照のこと）。

　また、水質的な特徴として、北谷浄水場の総硬度は他の浄水場に比べ高い値となっています。その原因として

は、北谷浄水場の主な水源のある本島中部地域の地質特性（石灰岩）に由来します。

　水質検査結果については、毎年水質年報を発行しています。水質年報は各市町村水道事業体、図書館等公共機

関に送付してありますので、詳細な内容についてはそちらをご参照下さい。

西原浄水場北谷浄水場石川浄水場名護浄水場

0000一般細菌（個 /mｌ）

0000大腸菌群（MPN/100mｌ）

0.0210.0060.0240.018総トリハロメタン（mg/ ｌ）

15.227.117.119.4ナトリウム（mg/ ｌ）

24.046.126.531.3塩素イオン（mg/ ｌ）

341423950総　硬　度（mg/ ｌ）

7.47.47.47.5pH 値（－ logH）

異常無異常無異常無異常無臭　気

0000色　度（度）

0.010.010.000.00濁　度（度）

　沖縄県企業局では、水道用水供給事業だけではなく、工業用水の供給も行っています。

　現在、久志浄水場で沈でん処理した水を各工場等へ送水しています。工業用水の水質基準は下表のとおりです。

鉄
(ppm)

塩素イオン
(ppm)

蒸発残留物
(ppm)

硬度
(ppm)

アルカリ度
（ppm）

ｐＨ
（－ logH）

濁度
（ppm）

水温
（℃）

3.0 以下80以下250 以下120 以下75以下6.5 ～ 8.020 以下30以下

（平成１３年度　平均値）
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浄水場の水質検査結果
浄水場の水質検査結果

工業用水の水質基準

工業用水の水質基準（沖縄工業用水道供給規程）

お お い い し し い い 水 水 と と は は ？ ？ 

「おいしい水」の条件には個人差がありますが、次のような水質的な条件があります。

○蒸発残留物　主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦み、渋み等がまし、適度に含まれると、こく

のあるまろやかな味がします。

○硬　　　度　ミネラルの中で量的に多いカルシウム、マグネシウムの含有量を示し、硬度の低い水は癖

が無く、高いと好き嫌いがでます。カルシウムに比べてマグネシウムの多い水は苦みをま

します。

○残 留 塩 素　水にカルキ臭を与え、濃度が高いと水の味をまずくします。

○水　　　温　夏に水温が高くなると、あまりおいしくないと感じられます。冷やすことによりおいしく

飲めます。
出典：「水道のあらまし」　（社）日本水道協会
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（公営企業管理者） 
企業局長 
（1人） 

企業技監 
（1人） 

総務課 
（21人） 

総務係 

人事係 

予算係 

検査係 

庶務課 

保全第１課 

保全第２課 

保全第３課 

庶務課 

浄水課 

庶務課 

浄水課 

庶務課 

浄水課 

庶務課 

浄水課 

海水淡水化 
センター 

経営係 

情報システム係 

計画係 

経理係 

管財第１係 

管財第２係 

業務係 

配水係 

改良係 

業務係 

用地係 

建設第１係 

建設第２係 

建設第３係 

経営計画課 
（17人） 

経理課 
（15人） 

配水管理課 
（25人） 

建設課 
（32人） 

水道施設 
管理事務所 
（64人） 

久志浄水 
管理事務所 
（40人） 

石川浄水 
管理事務所 
（29人） 

北谷浄水 
管理事務所 
（46人） 

西原浄水 
管理事務所 
（25人） 

水質管理 
事務所 
（17人） 

次　長 
（2人） 

参　事 
（1人） 

本　庁 

出　先 
機　関 

職員定数 335 人 

（平成１4年４月１日現在）

※公営企業管理者を除く

ＦＡＸ番号電話番号郵便番号所在地名　　称
098-866-2819098-866-2803〒 900-8570那覇市泉崎 1 - 2 - 2総 務 課
098-866-7495098-866-2805〃〃経 営 計 画 課
098-866-8060098-866-2806〃〃経 理 課
098-866-2811098-866-2810〃〃配 水 管 理 課
098-861-5799098-866-2814〃〃建 設 課
098-933-9320098-932-0656（代）〒 904-0033沖縄市山里 2 - 4 - 2 0水道施設管理事務所
0980-55-29250980-55-2742〒 905-2173名護市字久志 1100久志浄水管理事務所
0980-52-62140980-53-2633〒 905-0012名護市大北 3-28-36名 護 浄 水 場
098-965-3632098-964-3257（代）〒 904-1106石川市字石川 2565石川浄水管理事務所
098-926-1591098-936-7796〒 904-0113北谷町字宮城 1 - 2 7北谷浄水管理事務所
098-936-5276098-936-5257〃〃海水淡水化センター
098-946-2011098-945-4404〒 903-0103西原町字小那覇 1336西原浄水管理事務所
098-936-7351098-936-7797（代）〒 904-0113北谷町字宮城 1 - 2 7水 質 管 理 事 務 所
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沖縄県企業局  経営計画課 
〒900-8570  那覇市泉崎１-２-２ 
T E L : 098 - 866 - 2805 
FAX : 098 - 866 - 7495 

 E-mail:info@eb.pref.okinawa.jp
〔企業局ホームページ〕http://www.eb.pref.okinawa.jp　　  
〔子供ホームページ〕http://www.eb.pref.okinawa.jp/kids
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